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広報　常陸大宮　　　　平成２４年８月号２

９月１日は防災の日９月１日は防災の日９月１日は防災の日９月１日は防災の日

����

避難の前に
電気やガスの確認
�ブレーカーを切り、
ガスの元栓を閉めて
から避難する。

確かな情報を
入手する

�ラジオやテレビ、行
政などから正確な情
報を入手する。

近隣の
安全安否確認

�我が家の安全を確認
するほか、近隣の家
庭にも目を配る。

協力し合おう
救出・救護

�転倒家具や倒壊家屋
などの下敷きになっ
 た人を近所同士で 協
力し、
救出・
救護す
る。

������

まず身の安全を
�揺れを感じたり、緊急地震速報を受けたりした時は、身の安全を最優先に行動
する。

�机やテーブルの下などに身を寄せ、揺れがおさまるのを待つ。

　９月１日は｢防災の日｣です。大正１２年（１９２３年）のこの日に発生した｢関東大震災｣を教
訓に、防災を見直すために定められた日です。また、この時期に多く発生する台風への心
構えの意味も含め昭和３５年（１９６０年）に制定されました。
　昨年発生した東日本大震災で、私たちは地震の恐ろしさを思い知らされました。いざと
いう時、大切な命や財産を地震から守るには日頃から危機意識を持つことが大切です。東
日本大震災での教訓を生かし、今の備えを再点検し、緊急時の連絡方法、帰宅経路の確認、
食料品の確保など、ぜひご家族で話し合ってください。

� � � � � � � 	

�����

火の元の確認

�火を使っている時は
揺れがおさまってか
ら、慌てずに火の始
末をする。

�もし、出火しても燃
え移る前なら、慌て
ずに消火器やバケツ
で消火する。

慌てるとけがのもと

�屋内で転倒・落下し
た家具類やガラスの
 破片などに注意する。

�瓦、窓ガラス、看板
などが落ちてくるの
 で外に飛び出さない。

脱出口を確保

�揺れがおさまった時
に、避難ができるよ
う窓や戸などを開け
 て脱出口を確保する。

門や塀には
近寄らない

�屋外にいる時は、ブ
ロック塀や自動販売
機などの倒れやすい
ものに
は近寄
 らない。



広報　常陸大宮　　　　平成２４年８月号３

　東日本大震災の時、停電、断水となり食料等の流通が途絶えました。
　あって良かったもの、無くて困ったものを思い出してみましょう。
　災害に備え、以下のチェックリストを参考に非常用品（持ち出し品や備
蓄品）のチェックをしましょう。
　次のリストを参考に、忘れないうちに、非常用品のチェックをしましょう。

� � � � � � � 	 


◆１年に２回はチェック◆
　飲料や食品の賞味期限、電池などの使用期限等をチェックして、新しいものに交換
しましょう。

【貴重品】
　□現金（小銭も忘れずに）
　□権利証書
　□預金通帳
　□健康保険証
　□印鑑
　□身分証明書

【応急医薬品】
　□絆創膏
　□傷薬
　□包帯
　□消毒液

【衣類】
　□下着・上着・靴下
　□軍手
　□タオル
　□毛布
　□雨具

【食器類】
　□鍋・水筒等
　□缶切り・栓抜き
　□割りばし
　□紙コップ・紙皿

【食品】
　□水（一人一日３�目安）
　□乾パン
　□缶詰やレトルト食品
　□栄養補助食品
　□アルファ米
　□ドライフード
　□インスタント食品
　□梅干し
　□チョコレート
　□菓子類（ビスケットなど）
　□調味料
　赤ちゃんがいる場合
　□粉ミルク・哺乳瓶

【燃料】
　□卓上コンロ
　□固形燃料
　□携帯コンロ
　□ガスボンベ

【日用品】
　□生活用水
　□洗面用具
　□バケツ
　□ロウソク
　□スコップ
　□ロープ

　□携帯ラジオ
　□底の厚い靴
　□ヘルメット、
　　頭巾等頭を守るもの
　□ライター、マッチ
　□ドライシャンプー
　□トイレットペーパー
　□ティッシュペーパー
　□ウェットティッシュ
　□ガムテープ
　□キッチン用ラップ
　□寝袋
　□使い捨てカイロ
　□使い捨てマスク
　□さらし
　□バール
　□新聞紙
　□電池
　□生理用品
　□紙オムツ
　□ビニール袋
　□ビニールシート
　□ポリタンク
　□懐中電灯

【その他】
　□（　　　　　　　　）
　□（　　　　　　　　）
　□（　　　　　　　　）



「避難所情報」
をクリック

広報　常陸大宮　　　　平成２４年８月号４

　

一
次
避
難
所
は
公
民
館
や
集
会
所
、
二

次
避
難
場
所
は
公
園
、
二
次
避
難
所
は
学

校
な
ど
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
万
が
一

に
備
え
、
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

常
陸
大
宮
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、

「
避
難
所
情
報
」と
し
て
詳
し
い
所
在
地
等

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

常
陸
大
宮
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

�����������������������������������

命
講
習
会
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
・
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

東
消
防
署
救
急
グ
ル
ー
プ　

�
　

－

１
１
５
７

５３

西
消
防
署
警
防
救
急
グ
ル
ー
プ

�
　

－

２
１
１
９

５６

▲救命講習会の様子

▲受講すると講習修了証が発行されます ▲AEDの使い方も学べます

※
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

　

血
液
を
流
す
ポ
ン
プ
機
能
を
失
っ
た
状

態
に
な
っ
た
心
臓
に
対
し
て
、
電
気

シ
ョ
ッ
ク
な
ど
を
与
え
て
正
常
な
リ
ズ

ム
に
戻
す
た
め
の
医
療
機
器
の
こ
と
。

◎一度、受講した方も、２年から３年間隔で定期的に講習を受
けて、救命技能を維持向上させましょう。

避
難
場
所
・
避
難
所
は

ご
存
知
で
す
か

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に

救
命
講
習
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　

応
急
手
当
の
必
要
な
心
肺
停
止
状
態
の

傷
病
者
に
直
面
し
た
時
、
そ
の
傷
病
者
を

助
け
ら
れ
る
の
は
あ
な
た
で
す
。

　

消
防
署
で
は
、
心
肺
停
止
状
態
の
傷
病

者
を
救
う
た
め
、
毎
月
第
４
土
曜
日
に　
１５

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
心
肺
蘇
生
法
を
中

心
に
※

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
方
法
や
大
出

血
の
止
血
法
、
骨
折
の
固
定
や
異
物
に
よ

る
窒
息
の
解
除
な
ど
の
実
技
講
習
を
行
っ

て
い
て
、
受
講
者
に
は
講
習
修
了
証
を
発

行
し
ま
す
。

　

ま
た
、
自
治
会
や
事
業
所
を
訪
れ
、
救



広報　常陸大宮　　　　平成２４年８月号５

　

東
日
本
大
震
災
で
、
地
域
の
消
防
団
の

重
要
性
、
必
要
性
が
再
認
識
さ
れ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
消
防
団
は
、
普
段

は
自
分
の
職
業
を
持
ち
な
が
ら
、
平
常
時

に
は
地
域
の
防
火
・
防
災
の
担
い
手
と
し

て
、
ま
た
、
災
害
発
生
時
に
は
、
消
火
・

警
戒
な
ど
の
消
防
活
動
を
行
い
、
地
域
の

防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。
近
年
、
消
防
団
員
数
は
減
少
傾

向
に
あ
り
、
高
齢
化
も
進
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
、
将
来
の
担
い
手
と
な
る
若
い
団
員

の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

消
防
団
員
の
身
分
は
特
別
職
の
公
務
員

で
、
入
団
資
格
は
、
年
齢　

歳
以
上
で
常

１８

陸
大
宮
市
に
居
住
ま
た
は
、
勤
務
し
て
い

る
人
な
ら
ば
、
男
性
で
も
女
性
で
も
入
団

で
き
ま
す
。
入
団
を
希
望
さ
れ
る
方
、
詳

し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

消
防
本
部
総
務
課
地
域
消
防
グ
ル
ー
プ

�
　

－

１
１
５
２

５３

自
主
防
災
組
織
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　

大
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
交
通
網
の

寸
断
、
同
時
多
発
火
災
な
ど
に
よ
り
消
防

な
ど
の
防
災
機
関
が
十
分
機
能
で
き
な
い

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
阪
神
・
淡
路
大
震

災
で
は
、
自
力
脱
出
困
難
者
３
万
５
千
人

の
う
ち　

％
が
近
隣
住
民
に
よ
っ
て
救
助

７７

さ
れ
ま
し
た
。
自
衛
隊
、
警
察
、
消
防
も

懸
命
な
救
助
活
動
を
行
い
ま
し
た
が
全
体

の　

％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。
い
か
に

１９
近
隣
住
民
の
力
が
大
切
か
を
物
語
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
、
力
を
発
揮
す
る

の
が
地
域
ぐ
る
み
の
協
力
体
制
で
す
。
現

在
市
内
に
は　

団
体
を
超
え
る
自
主
防
災

４０

組
織
が
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。「
自
分
た

ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う

心
構
え
で
自
主
防
災
組
織
の
活
動
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

郷
土
を
守
る
消
防
団
員
を

募
集
し
て
い
ま
す　

���� � � � � 	 
 � � 
 ��� �

　地震などの災害の発生により、被災地への通信が増加し、つながりにくい状況になった場合に提
供が開始される声の伝言板です。事前契約は不要です。
　毎月１日と１５日には体験利用ができます。また、防災週間である８月３０日～９月５日の期間中
（９：００～１７：００）も体験利用ができます。

��������　���の一般電話、公衆電話、
　　　　　　　　　携帯電話、���
��������　１伝言３０秒以内
�� � � � �　１電話番号あたり１～１０伝言
�������　２日間（４８時間）：自動消法
��������

　　�　�　�　� 　�

　ガイダンスのあとに、自宅の電話番号等連絡を取りたい方の電話番号をダイヤルしてください。

　　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�
��������

　　�　�　�　� 　�

　ガイダンスのあとに、自宅の電話番号等連絡を取りたい方の電話番号をダイヤルしてください。

　　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�

�������	
��
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の

取
り
組
み
状
況
を
報
告
し
ま
す

取
り
組
み
状
況
を
報
告
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

取
り
組
み
状
況
を
報
告
し
ま
す

常
陸
大
宮
市
行
政
改
革

常
陸
大
宮
市
行
政
改
革

常
陸
大
宮
市
行
政
改
革

常
陸
大
宮
市
行
政
改
革

常
陸
大
宮
市
行
政
改
革

　

市
で
は
、
平
成　

年
度
か
ら
平
成　

年

１８

２２

度
の
５
年
間
を
推
進
期
間
と
し
た
「
常
陸

大
宮
市
行
政
改
革
大
綱
」
に
基
づ
い
た
改

革
の
取
り
組
み
を
行
い
、
一
定
の
成
果
を

上
げ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
全
国
的
な
少
子
・
高
齢
化
の

進
展
、
更
に
は
「
基
礎
自
治
体
へ
の
権
限
移

譲
」
と
し
た
事
務
配
分
の
見
直
し
な
ど
、
社

会
情
勢
は
変
化
し
、そ
の
状
況
に
対
応
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
市
民
と
行
政

の
役
割
の
明
確
化
や
、
行
政
に
民
間
の
優

れ
た
視
点
や
発
想
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、

市
民
満
足
度
が
向
上
す
る
よ
う
、
限
ら
れ

た
財
源
を
有
効
に
活
用
す
る
行
政
経
営
へ

の
転
換
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成　
２３

年
度
か
ら
平
成　

年
度
の
５
年
間
を
推
進

２７

期
間
と
し
た
「
第
２
次
常
陸
大
宮
市
行
政

改
革
大
綱
」
を
策
定
し
、
引
き
続
き
行
政

改
革
の
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　

平
成　

年
度
に

２３

お
け
る
主
な
取
り

組
み
状
況
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

�

�

�

�

������

������

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

　

地
域
の
個
性
や
特
色
を
生
か
し

た
、
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
そ
の
基
本
と

な
る
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
計

画
」
を
策
定
し
、
地
域
自
ら
が
責
任

を
持
っ
て
実
践
で
き
る
よ
う
地
域
の

実
情
に
合
っ
た
自
治
組
織
の
育
成
を

図
り
、
市
民
と
行
政
の
役
割
分
担
を

明
確
に
し
、
市
民
と
行
政
に
よ
る
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
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�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

○
自
治
組
織
の
育
成
を
図
る
た
め
、
平
成

　

年
７
月
に
区
長
会
情
報
交
換
会
を
平

２３成　

年　

月
に
区
長
会
役
員
会
と
市
執

２３

１０

行
部
で
行
政
懇
談
会
を
開
催
し
、
東
日

本
大
震
災
に
お
け
る
対
応
状
況
や
自
主

防
災
組
織
の
運
営
に
つ
い
て
、
地
域
の

実
情
や
課
題
等
に
つ
い
て
情
報
の
共
有

化
を
推
進
し
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



○
各
種
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
市

民
の
意
向
を
把
握
・
分
析
し
、
政
策
に

反
映
さ
せ
る
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
し
、
市
民
参
画
（
協
働
）

の
推
進
を
図
り
ま
し
た
。

　
﹇
計
画
名
称
﹈

　

・
常
陸
大
宮
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

　

・
常
陸
大
宮
市
第
５
期
介
護
保
険
計
画

　

・
常
陸
大
宮
市
障
害
者
福
祉
計
画

○
市
民
の
幅
広
い
意
見
を
市
政
に
取
り
入

れ
る
た
め
、
常
陸
大
宮
市
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
総
合

計
画
審
議
会
の
委
員
を
公
募
に
よ
り
、

１
名
選
任
し
ま
し
た
。

��
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�

○
市
と
地
域
連
携
に
関
す
る
協
定
を
締
結

し
て
い
る
茨
城
大
学
の
知
的
財
産
を
積

極
的
に
活
用
し
、
市
民
・
大
学
・
行
政

が
連
携
・
協
働
し
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
を
図
り
ま
し
た
。　

　
﹇
内
容
﹈

・
市
民
大
学
講
座
の
開
催

・
常
陸
大
宮
市
ア
ク
シ
ョ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
の
開
催

・
常
陸
大
宮
市
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
の
開
催

・
市
の
審
議
会
や
委
員
会
に
９
名
の
委

員
を
委
嘱

▲市民大学講座

▲行政懇談会
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地
方
分
権
時
代
を
迎
え
た
地
方
行

政
は
、
一
層
の
効
率
化
と
透
明
性
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
、
新
た
な
行
政
課
題
や
社

会
経
済
情
勢
の
変
化
に
積
極
的
に
対

応
し
、
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果

を
上
げ
る
た
め
、
積
極
的
に
事
務
事

業
の
見
直
し
を
行
い
、
簡
素
で
効
率

的
な
行
政
経
営
を
推
進
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
	

○
事
務
事
業
の
見
直
し
に
よ
る
効
率
的
な

行
政
経
営
と
、
市
民
へ
の
説
明
責
任
を

果
た
す
た
め
、
行
政
評
価
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
﹇
内
容
﹈

　
　

・
事
務
事
業
評
価
（
内
部
）　

事
業

６９

　
　

・
事
務
事
業
評
価
（
外
部
）　

事
業

２１

○
公
用
車
の
維
持
管
理
経
費
の
節
減
を
図

る
た
め
、
公
用
車
の
更
新
に
あ
た
っ
て

は
普
通
自
動
車
か
ら
軽
自
動
車
に
切
り

替
え
を
行
う
と
と
も
に
、
市
バ
ス
等
の

削
減
に
よ
り
、
公
用
車
の
適
正
配
置
を

図
り
ま
し
た
。

○
常
陸
大
宮
市
定
員
適
正
化
計
画
に
基
づ

き
、
計
画
的
に
職
員
を
削
減
す
る
こ
と

で
、
人
件
費
の
抑
制
及
び
定
員
適
正
化

を
推
進
し
ま
し
た
。（
平
成　

年
４
月

２２

１
日
５
５
９
人�
平
成　

年
４
月
１
日

２７

５
０
３
人
以
下
目
標
）
そ
の
結
果
、
平

成　

年
４
月
１
日
現
在
の
職
員
数
は
５

２４
３
０
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（人）

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度
500

550

600

650

平成18年度

631 629
604

585
559 550

530

▲

【
職
員
数
の
推
移
】

　

平
成　

年
４
月
１
日
現
在

２４

�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
	

○
平
成　

年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
り
、

２４

市
単
独
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
補
助
金

等
見
直
し
要
領
に
基
づ
き
審
査
を
行

い
、
経
常
的
補
助
金
の
節
減
を
図
り
ま

し
た
。
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�

○
平
成　

年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
り
、

２４

事
務
的
経
費
（
時
間
外
勤
務
手
当
、
消

耗
品
等
）
の
節
減
に
努
め
ま
し
た
。

○
常
陸
大
宮
市
地
球
温
暖
化
実
行
計
画
に

基
づ
き
、
市
役
所
の
事
務
事
業
実
施
時

に
お
け
る
環
境
対
策
及
び
省
エ
ネ
に
よ

る
経
費
節
減
に
努
め
、
事
務
事
業
活
動

に
伴
う
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

○
平
成　

年
度
か
ら
身
体
障
害
者
手
帳
の

２３

交
付
事
務
や
家
庭
用
品
品
質
表
示
法
に

基
づ
く
事
務
の
権
限
（
販
売
事
業
者
に

対
す
る
立
入
検
査
等
）
を
受
託
し
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
の
向
上
を
推
進

し
ま
し
た
。

○
資
産
形
成
に
つ
な
が
ら
な
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
、
事
業
別
行
政
コ
ス
ト

計
算
書
（　

事
業
）
を
作
成
し
、
コ
ス

１５

ト
意
識
の
醸
成
を
図
り
ま
し
た
。

�
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�
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�
�
�
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○
平
成　

年
４
月
か
ら
常
陸
大
宮
市
西
部

２３

総
合
公
園
及
び
社
会
体
育
施
設
に
指
定

管
理
者
制
度
を
導
入
し
、
管
理
運
営
コ

ス
ト
の
節
減
及
び
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
り
ま
し
た
。

▲西部総合公園

▲震災被害により利用中止していた御前山トレー
ニングセンター。今年６月から利用再開
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○
※

い
ば
ら
き
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
を
有
効

活
用
し
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
場
所
の
情
報
登

録
を
行
い
、
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
共

有
化
を
推
進
し
ま
し
た
。

※
い
ば
ら
き
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ

　

茨
城
県
と
県
内
市
町
村
が
共
同
で
整
備

を
進
め
て
き
た
茨
城
県
域
統
合
型
Ｇ
Ｉ

Ｓ
（
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
）
の
こ
と
。

い
ば
ら
き
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
で
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
県
や
市
町

村
が
そ
れ
ぞ
れ
管
理
し
て
き
た
様
々
な

行
政
情
報
（
コ
ン
テ
ン
ツ
）
を
、
共
通

の
地
図
上
に
表
示
し
、
市
民
等
の
皆
さ

ん
に
提
供
す
る
も
の
で
す
。

い
ば
ら
き
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http
://g
is.asp

-ib
araki.jp

/jam
_

ib
araki/p

o
rtal/ind

ex.htm
l
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景
気
の
低
迷
、
地
方
分
権
の
進
展

を
適
切
に
判
断
し
、
将
来
に
わ
た
っ

て
安
定
し
た
行
政
経
営
を
行
え
る
よ

う
財
政
運
営
の
見
直
し
を
図
り
、
企

業
誘
致
の
推
進
と
市
税
等
の
自
主
財

源
の
確
保
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
公
債
費
が
多
額
に
上
り
、

公
債
指
標
は
高
い
水
準
を
示
し
て
い

ま
す
。
市
債
の
発
行
に
あ
た
っ
て

は
、
中
長
期
的
財
政
展
望
に
立
っ
た

財
政
収
支
見
通
し
を
作
成
し
、
市
債

の
発
行
を
抑
制
し
つ
つ
効
果
的
な
財

政
運
営
に
努
め
ま
す
。
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○
中
長
期
的
な
展
望
に
立
っ
た
財
政
の
経

営
健
全
化
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成　
２４

年
度
を
初
年
度
と
す
る
常
陸
大
宮
市
財

政
計
画（
平
成　

年
度
〜
平
成　

年
度
）

２４

２８

を
策
定
し
、
計
画
に
基
づ
く
健
全
な
財

政
運
営
に
努
め
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
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○
市
税
等
の
収
納
率
の
向
上
を
図
る
た

め
、
常
陸
太
田
県
税
事
務
所
と
の
合
同

滞
納
整
理
や
税
務
徴
収
課
職
員
に
よ
る

一
斉
滞
納
整
理
を
実
施
し
、
市
税
等
徴

収
率
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。
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○
遊
休
市
有
地
等
の
有
効
な
利
活
用
及
び

処
分
を
実
施
し
、
自
主
財
源
の
確
保
を

推
進
し
ま
し
た
。

○
地
域
経
済
の
活
性
化
と
自
主
財
源
の
確

保
を
推
進
す
る
た
め
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
広
報
紙
等
を
広
告
媒
体
と
し
た
、

有
料
広
告
の
掲
載
を
実
施
し
ま
し
た
。
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新
た
な
行
政
課
題
や
市
民
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
施
策
や
事
業
が
展
開

で
き
る
よ
う
、
簡
素
で
効
率
的
な
組

織
を
基
本
に
、
市
民
に
分
か
り
や
す

く
、
機
能
的
な
組
織
体
制
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が

る
権
限
受
託
を
積
極
的
に
行
い
、
質

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
行

政
経
営
を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
の

視
点
に
立
っ
て
課
題
を
解
決
で
き
る

職
員
の
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。
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○
地
方
分
権
の
進
展
や
新
た
な
行
政
需
要

に
対
応
し
、
政
策
目
標
の
実
現
に
向
け

て
効
率
的
、
効
果
的
な
組
織
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
組
織
機
構
の
見
直
し

を
行
い
ま
し
た
。

（
平
成　

年
）　

部　

課　

グ
ル
ー
プ

２３

１３

３７

８８

　
　
　
�

（
平
成　

年
）　

部　

課　

グ
ル
ー
プ

２４

１３

３８

８６

（
新
設
）
秘
書
広
聴
課
、
企
画
政
策
課
、

安
全
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

（
統
合
）
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
を
生
涯
学
習

課
に
統
合

（
移
管
）
税
務
徴
収
課
を
総
務
部
に
移
管

（
廃
止
）
企
画
課
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○
茨
城
県
へ
の
実
務
研
修
生
の
派
遣
、
茨

城
県
自
治
研
修
所
が
行
う
特
別
研
修
や

階
層
別
研
修
へ
の
参
加
、
市
独
自
研
修

の
実
施
な
ど
、
職
員
の
人
材
育
成
と
政

策
形
成
能
力
や
創
造
的
能
力
等
の
向
上

を
図
り
ま
し
た
。
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行
政
経
営
の
公
正
の
確
保
と
透
明

性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
行
政
手
続

制
度
を
適
正
に
運
用
す
る
と
と
も

に
、
行
政
情
報
の
積
極
的
な
提
供
、
監

査
機
能
の
充
実
・
強
化
を
図
り
ま
す
。
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○
情
報
公
開
制
度
の
開
示
状
況
等
に
つ
い

て
、
広
報
紙
に
掲
載
し
、
情
報
公
開
制

度
の
普
及
啓
発
と
情
報
公
開
条
例
の
適

正
な
運
用
に
努
め
ま
し
た
。

　
﹇
開
示
状
況
﹈

　

・
市
長
部
局　
　
　
　

件
１３

　

・
教
育
委
員
会　
　

１
件

○
市
が
主
催
ま
た
は
共
催
す
る
イ
ベ
ン
ト

や
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
原
子
力
発

電
所
の
事
故
を
受
け
て
、
放
射
線
測
定

結
果
な
ど
の
情
報
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
広
報
常
陸
大
宮
お
知
ら
せ
版
に
掲

載
し
、
迅
速
に
市
民
に
広
く
情
報
発
信

を
行
い
ま
し
た
。

▲広報常陸大宮お知らせ版　毎月１０日と２５日に発行
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○
市
町
村
ア
カ
デ
ミ
ー
特
別
講
座
に
参
加

し
、
監
査
に
関
す
る
高
度
か
つ
広
範
な

知
識
の
習
得
や
機
能
等
の
習
得
を
図
り

ま
し
た
。

○
市
が
出
資
す
る
財
団
法
人
等
の
財
政
援

助
団
体
等
監
査
を
実
施
し
、
財
団
法
人

等
が
適
正
に
運
営
で
き
る
よ
う
に
指

導
・
改
善
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

全
国
的
な
少
子
高
齢
化
の
進
展
、
地
方

分
権
の
推
進
な
ど
、
社
会
情
勢
は
大
き
く

変
化
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
継
続
的
か
つ
効
率
的
に
行
い
、
市
民

と
行
政
の
役
割
を
明
確
に
し
な
が
ら
、
行

政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

����������������	
����������������	

�������	
��
����������

説　　明効果額取り組み事項

市バス等の売却額及び車両更新に伴う効果額２２，６２４公用車の適正配置

人件費の削減額１５６，６４９人件費の抑制

市単独補助金の縮減額１４，６８１市補助金の見直し

時間外勤務手当、消耗品等の節減額５，０７０事務的経費の節減

省エネ対策への取り組みによる効果額５８，３６８省エネ対策の推進

税務徴収課職員等による収納額８５，６５４収納対策の強化

遊休地等の売却額９，０００遊休財産の処分

有料広告掲載料２９７有料広告の実施

３５２，３４３計

単位：千円
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７
月
８
日
に
常
陸
大
宮
市
一
斉
ク
リ
ー

ン
作
戦
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

清
潔
で
ご
み
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
、
各
地
区
の
環
境
保
全
推
進
委
員

長
を
中
心
に
地
域
住
民
や
市
内
中
学
校
、

県
立
小
瀬
高
等
学
校
、
常
陸
大
宮
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
、常
陸
大
宮
市
建
設
業
協
会
、

常
陸
大
宮
市
内
郵
便
局
等
、
約
１
１
０
０

０
人
が
一
斉
に
国
道
・
県
道
・
市
道
及
び

河
川
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

た
ば
こ
の
吸
い
殻
、
紙
く
ず
な
ど
の
ご
み

の
回
収
と
、
河
川
敷
等
の
草
刈
り
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

回
収
し
た
ご
み
は
、
可
燃
ご
み
４
３
９

０
㎏
、
不
燃
ご
み
１
７
５
０
㎏
、
そ
の
他

粗
大
ご
み
を
回
収
し
ま
し
た
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ク
リ
ー
ン
作
戦
実
施

　

第　

回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大

９４

会
の
茨
城
大
会
の
会
場
の
一
つ
と
し
て
、

大
宮
運
動
公
園
の
市
民
球
場
が
使
用
さ
れ

ま
し
た
。

　

７
月
８
日
、
第
一
試
合
の
前
に
始
球
式

が
行
わ
れ
、
三
次
市
長
が
投
手
役
を
務
め

ま
し
た
。

　

８
日
・
９
日
・　

日
・　

日
・　

日
の

１０

１５

１６

５
日
間
、
一
日
２
試
合
が
行
わ
れ
、
市
内

に
あ
る
常
陸
大
宮
高
等
学
校
や
小
瀬
高
等

学
校
が
慣
れ
親
し
ん
だ
常
陸
大
宮
の
地
で

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

常
陸
大
宮
市
で
全
国
高
等
学
校
野
球

　

選
手
権
大
会
開
催

▲２回戦に進んだ小瀬高等学校の攻撃。
　スタンドは同校の大応援団

▲始球式の様子



広報　常陸大宮　　　　平成２４年８月号１１

敬称略
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▲優勝した大宮ユアーズの皆さん
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▲４０歳未満の部で優勝した
　美和ユニークスの皆さん

▲４０歳以上の部で優勝
　した下小瀬の皆さん

原稿募集原稿募集原稿募集

　皆さんがお住まいの地域のできごとを取材し
原稿と写真をお持ちください。
　ただし、お寄せいただいた原稿等は掲載でき
ない場合もありますので、ご了承ください。

政策審議室  秘書広聴課
秘書広聴・広報グループ
  ☎   52－1111　内線 312
FAX 53－6010
　　  hishokou@city.hitachiomiya.lg.jp

政策審議室  秘書広聴課
秘書広聴・広報グループ
  ☎   52－1111　内線 312
FAX 53－6010
　　  hishokou@city.hitachiomiya.lg.jp

問

い合
わせ



広報　常陸大宮　　　　平成２４年８月号１２
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　３年前から取り組んでいる塩田地
区住民と茨城大学生による「塩田地
域活性化プロジェクト」の一環で植
え付けたじゃがいもが収穫の時期を
迎え、栽培を通じてお世話になった
地区の方と学生との交流を図ろう
と、３年生主導で「じゃがいも祭り」
を企画しました。
　初めてということもあり、不慣れ
ななかで進めた準備ですが、当日は

たくさんの方が参加してくださり、学生が作ったじゃ
がいも料理を味わいながら和やかに交流できました。
　また今回は、初めて塩田地区に来た１年生もいて、
普段私たちがこの地区で行っている活動を実際に体験
したり、地区の方と交流したりして様々なことを感じ
てもらえたと思います。
　この祭りを通して１年生と地区の方、また地区の方
同士の交流にも貢献できたのではないかと思っていま
す。段取り等の課題は残りましたが、皆さんの協力の
おかげで有意義なものにすることができました。今回
の企画を通じてこれからもより良い連携を図りながら
地域活性を行っていけたらいいなと思います。
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おかしいと思った場合や、困ったときは消費生活センターに相談してください。
■茨城県消費生活センター　　　　�０２９－２２５－６４４５
■常陸大宮市消費生活センター　　�５２－２１８５（直通）（本庁商工観光課内）

　「サクラサイト」とは、サイト業者に雇われた“サクラ”が異性、芸能人、社長、弁護士、占い師な
どのキャラクターになりすまして、消費者の様々な気持ちを利用しサイトに誘導します。そして、メー
ル交換等の有料サービスを利用させ、その度に支払いを続けさせるサイトをいいます。

���������	
��
��

�きっかけ
　・メールアドレスに直接届く広告メール
　・内職や副業に関するサイト、懸賞サイト、占いサイト等に登録した後に届くメール
　・SNSサイトへのメッセージの書き込み　
�サイト登録前　～こんな内容のメールが届いたら要注意！～
　・芸能人や芸能事務所のマネージャーをかたる
　・相談に乗ってくれたら報酬を払うなど
　・お金を受け取ってほしい（例：遺産を受け取ってほしい、節税のためにお金を渡したいなど）　
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詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「ササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！詐欺的「サクラサイト商法」に注意！詐欺的「サクラサイト商法」に注意！
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　巣が確認できない場合や農地・山林等で人に被害を
与えるおそれの少ない場合は駆除の対象外です。
　また、ミツ蜂は駆除の対象外です。

�問い合わせ�

すぐ対応課　�５２－４９１９　　環境課　�５２－１１１１

各総合支所市民福祉課

山　方　�５７－２１２１　　美　和　�５８－２１１１

緒　川　�５６－２１１１　　御前山　�５５－２１１１

�問い合わせ�　環境課　環境推進グループ　�５２－１１１１（内線１２３）

刺 さ れ な い た め の 注 意刺 さ れ な い た め の 注 意 刺 さ れ て し ま っ た ら刺 さ れ て し ま っ た ら
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※４月号ではスズメ蜂対策として巣を作りやすい場所と捕獲方法の一例を紹介しました。
広報常陸大宮４月号１４ページもご覧ください。
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広報　常陸大宮　　　　平成２４年８月号１４

　

平
成　

年　

月
か
ら
平
成　

年
２
月
に
か
け
て
、
三
美
地
区
で
畑
地
帯
総
合
整
備

２３

１２

２４

事
業
に
伴
う
、
赤
岩
遺
跡
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
そ
の
成
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

三 美三 美

大場小大場小

市営牧場市営牧場

水戸北部中核
工業団地

水戸北部中核
工業団地

調査区域調査区域

赤岩遺跡赤岩遺跡

小 

野
小 

野

那那
珂珂
川川

み    よしみ    よし

21

▲縄文時代の住居跡

　

竪
穴
住
居
１
軒
、
お
と
し
穴
１
基
な
ど

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

竪
穴
住
居
跡
は
約
７
千
年
前
の
も
の

で
、
確
認
で
き
た
だ
け
で
も
軸
長　

メ
ー

９．２

ト
ル
以
上
、
幅　

〜　

メ
ー
ト
ル
と
い
う

５．７

６．５

大
型
の
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
お
と
し
穴
は
狩
り
に
使
わ
れ
た

も
の
で
、
約
９
千
年
前
の
も
の
で
す
。

　

併
せ
て
土
器
（
深
鉢
）・
石
器
（
や
じ

り
、 
石  
斧 
、
石
皿
な
ど
）
が
出
土
し
て
い

せ
き 
ふ

ま
す
。
こ
れ
ら
は
約
１
万
年
前
か
ら
約
３

千
年
前
に
か
け
て
の
も
の
で
、
こ
の
地
域

で
古
く
か
ら
生
活
が
営
ま
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

　
※ 
土  
坑 
が
確
認
さ
れ
て
い
て
、お
墓
の
可

ど 
こ
う

能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
土
器
（
つ
ぼ
、

か
め
な
ど
）
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

※
土
坑
…
地
中
に
掘
ら
れ
た
穴
。
目
的
は
様
々
。
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▲調査区全景（東から。空中写真）

やじり

▲

▲石斧



広報　常陸大宮　　　　平成２４年８月号１５

▲古墳（真上から。空中写真）

　

古
墳
１
基
な
ど
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

古
墳
は
直
径　

･
５
ｍ
の
円
墳
で
、
凝
灰

１６

岩
の
横
穴
式
石
室
と
推
測
さ
れ
ま
す
が
、

石
材
や
副
葬
品
の
ほ
と
ん
ど
は
後
世
に
持

ち
去
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
死
者
を
祭
る
儀

式
に
用
い
た 
須  
恵  
器 
・ 
土  
師  
器 
（
つ
ぼ
、

す 

え 

き 

は 

じ 

き

椀
、 
杯 
、
ふ
た
、
コ
ッ
プ
形
な
ど
）
や
、

つ
き

副
葬
品
の
鉄
製
品
（
や
じ
り
、 
刀  
子 
な
ど
）

と
う 
す

が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
土
坑
も
３
基
確
認
さ
れ
、
う
ち
１

基
は
断
面
が
台
形
を
し
て
い
て
、
墓
穴
と

考
え
ら
れ
る
「 
抉 
り
込
み
土
坑
」
で
し
た
。

え
ぐ

▲抉り込み土坑▲須恵器（ふた、 高  台  付 杯   ）
こう だい つき つき

　▲須恵器（つぼ）　

▲

　

竪
穴
住
居
跡
３
軒
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
う
ち
１
軒
に
は
床
下
に
貯
蔵
用
と
考

え
ら
れ
る
「
床
下
土
坑
」
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

様
々
な
遺
物
が
出
土
し
て
い
て
、
詳
し

く
は
判
読
で
き
ま
せ
ん
が
墨
書
土
器
２

点
、
ヘ
ラ
で
「
伊
」
と
刻
ま
れ
た
※ 
紡  
錘  
車 

ぼ
う 
す
い 
し
ゃ

な
ど
が
出
土
し
ま
し
た
。

▲

墨
書
土
器

▲
紡
錘
車
と

　

刻
書
「
伊
」

※
紡
錘
車
…
糸
に
よ
り
を
か
け
る
た
め
の
道
具

　

溝
や
土
坑
な
ど
が
確
認
さ
れ
ま
し
た

が
、性
格
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
銅
製
品

や
石
臼（
茶
臼
）な
ど
が
出
土
し
ま
し
た
。

�
ま
と
め�
�
�

　

こ
れ
ま
で
常
陸
大
宮
市
で
は
、
古
墳
は

主
に
久
慈
川
流
域
に
多
く
確
認
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
回
の
調
査
に
よ
っ
て
那
珂

川
流
域
に
古
墳
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
、

こ
の
地
域
に
も
周
辺
を
治
め
て
い
た
豪
族

が
い
た
と
い
う
証
拠
で
あ
り
、
常
陸
大
宮

市
の
従
来
の
歴
史
像
を
変
え
る
大
き
な
成

果
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
古
墳
の
石
室
構
造
、
古
墳
時
代
の

「
抉
り
込
み
土
坑
」、
平
安
時
代
の
「
床
下

土
坑
」
に
つ
い
て
は
、
茨
城
県
で
は
発
見

例
が
少
な
く
、
栃
木
県
に
お
い
て
は
数
多

く
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
古
代
の

三
美
地
区
周
辺
は
、
栃
木
と
文
化
的
に
近

い
関
係
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ

の
媒
体
と
し
て
那
珂
川
の
果
た
す
役
割
は

大
き
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

�
最
後
に�
�
�

　

今
回
の
発
掘
調
査
で
は
、
た
く
さ
ん
の

方
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
資
料
は
、
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
常
陸

大
宮
市
の
、
歴
史
や
文
化
を
知
る
上
で
貴

重
な
郷
土
資
料
と
な
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
の
歴
史
と
文
化
を
知
り
、
郷

土
愛
を
育
む
た
め
に
も
、
今
後
と
も
埋
蔵

文
化
財
行
政
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
■

　

生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

 

�
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１
１
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内
線
３
４
４

５２
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野
口
地
区
若
宮
の
浄

土
真
宗
命
照
寺
。
現
在

は
小
さ
な
お
堂
が
再
興

さ
れ
ひ
っ
そ
り
と
建
っ

て
い
ま
す
が
、
寺
伝
で

は
一
二
〇
〇
年
と
い
う

古
い
歴
史
を
持
つ
寺
院

で
す
。

�
�
�
�
�
�
�

　

寺
伝
に
よ
れ
ば
、
命

照
寺
は
御
前
山
城
主
小

高 
胤  
幹 
（ 
大 

た
ね 
も
と 

だ
い 
掾 
氏
）
の

じ
ょ
う

祈
願
所
と
し
て
天
長
二

年
（
八
二
五
）
に
建
立

さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
当
初
は
高
龍
山
浄
楽
院
命
照
寺
と

号
し
、
真
言
宗
寺
院
で
し
た
。

　

そ
の
頃
、
野
口
の
地
に
は
川
野
辺
氏
の

居
城
野
口
城
が
築
か
れ
ま
し
た
。

　

南
北
朝
の
内
乱
で
川
野
辺
氏
が
敗
れ
る

と
、
野
口
城
に
は
佐
竹
八
代
行
義
の
子
景

義
（
の
ち
高
久
氏
）
が
入
り
、
野
口
氏
を

名
乗
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、享
禄
二
年（
一

五
二
九
）
か
ら
天
文
九
年
（
一
五
四
〇
）

の
※ 
部  
垂 
の
乱
で
、野
口
氏
は
周
辺
の
佐
竹

へ 
た
れ

 
庶  
子 
家
と
と
も
に
部
垂 
義  
元 
側
に 
与 
し
て

し
ょ 
し 

よ
し 
も
と 

く
み

佐
竹
本
家
と
戦
い
ま
し
た
。
こ
の
戦
い
で

部
垂
側
に
与
し
た
野
口
、
小
瀬
、
高
部
、

長
倉
等
の
城
が
佐
竹
本
家
か
ら
攻
め
ら
れ

て
落
城
し
、
野
口
城
主
は
自
害
し
た
と
い

わ
れ
ま
す
。
野
口
城
か
ら
至
近
の
距
離
に

あ
っ
た
命
照
寺
は
そ
の
同
時
期
に
廃
絶
の

危
機
に
あ
っ
た
、と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

部
垂
の
乱
の
影
響
を
受
け
、
寺
が
荒
廃
し

�
�
�
��
���
�
み
ょ
う 
し
ょ
う��
�じ

て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
危
機
を
救
っ
た
の
は
、
同
じ
野
口

の
寿
命
寺
で
し
た
。
真
言
宗
だ
っ
た
命
照

寺
は
こ
こ
で
浄
土
真
宗
に
改
宗
し
、
寿
命

寺
末
寺
と
し
て
続
い
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
寿
命
寺
は
佐
竹
五
代
の 
義  
繁 
が
出

よ
し 
し
げ

家
し
て 
親  
鸞 
に
入
門
し
、

し
ん 
ら
ん

 
入 
に
ゅ
う 
信 
と
号
し
て

し
ん

 
穴  
沢 
（
城
里
町 
上  
阿  
野  
沢 
）
に
開
い
た
と

あ
な 
ざ
わ 

か
み 
あ 

の 
さ
わ

さ
れ
ま
す
。「
穴
沢
の
入
信
」と
し
て
の
ち

に
親
鸞
の
高
弟
「 
二 に 
十 
じ
ゅ
う 
四  
輩 
」
に
数
え
ら

よ 
は
い

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
命
照
寺
は
火

災
に
よ
り
焼
失
し
ま
す
が
、
翌
年
に
編
さ

ん
さ
れ
た
水
戸
藩
の
寺
社
書
き
上
げ
『
開

基
帳
』
に
は
寺
領
が
一
石
四
升
、
開
基
は

不
明
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
て
、
存

続
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
に
再
建
さ
れ

た
あ
と
は
真
宗
大
谷
派
に
属
し
、
大
洗 
願 がん

 
入 
に
ゅ
う 
寺 
末
寺
と
な
り
ま
す
が
、
幕
末
の
内
乱

じ

に
よ
り
再
び
荒
廃
し
、
無
住
状
態
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
近
年
ま
で
、
ゆ

か
り
の
寺
院
や
地
元
住
民
に
よ
り
管
理
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
昭
和
五
十
八
年
（
一
九

八
三
）
に
は 
堂  
宇 
が
建
立
さ
れ
、
長
く
地

ど
う 
う

元
の
星
野
氏
に
よ
り
守
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
平
成
十
五
年
に
は
、
命
照
寺
は
真
宗

大
谷
派
僧
侶
清
水
大
慶
氏
に
よ
り
水
戸
市

牛
伏
町
に
再
興
さ
れ
ま
し
た
が
、
野
口
の

命
照
寺
も
地
元
の
方
々
と
同
氏
に
よ
り
現

在
の
地
で
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

　

浄
土
真
宗
寺
院
で
は
、
阿
弥
陀
如
来
を

本
尊
と
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
と
は
別
に

聖
徳
太
子
像
、
開
祖
親
鸞
像
、 
開  
基 
（
そ

か
い 
き

の
寺
を
開
い
た
人
物
）
像
な
ど
を
ま
つ
っ

て
い
る
場
合
が
多
く
あ
り
ま
す
。
親
鸞
は

聖
徳
太
子
を
あ
つ
く
信
奉
し
、
夢
の
中
で

教
え
を
授
け
ら
れ
た
た
め
、
経
典
や 
和  
讃 
わ 
さ
ん

の
中
に
も
聖
徳
太
子
が
数
多
く
登
場
し
ま

す
。 
律 りっ 
宗 
寺
院
な
ど
で
も
聖
徳
太
子
を

し
ゅ
う

ま
つ
る
習
慣
が
あ
り
ま
す
が
、
真
宗
寺
院

に
存
在
す
る
例
は
は
る
か
に
多
く
、
大
き

な
特
徴
と
い
え
ま
す
。

　

命
照
寺
に
も
阿
弥
陀
如
来
立
像
二 
躯 
と
く

聖
徳
太
子
立
像
一
躯
な
ど
が
伝
来
し
ま

す
。
い
ず
れ
も
江
戸
時
代
初
期
以
降
の
制

作
と
み
ら
れ
、
経
年
の
た
め
破
損
や 
虫 
ち
ゅ
う 
損 そん

が
あ
り
、
修
復
が
必
要
な
状
態
で
す
。
し

か
し
そ
れ
は
、
確
か
に
こ
こ
に
命
照
寺
が

営
ま
れ
、
地
元
の
人
々
の
帰
依
を
受
け
て

い
た
こ
と
の
重
要
な
証
と
い
え
ま
す
。

　

命
照
寺
に
は
樹
齢
三
百
年
を
超
え
る
枝

垂
れ
桜
が
あ
り
、
春
に
は
見
事
な
花
を
つ

け
、檀
家
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

※
部
垂
の
乱
は
佐
竹
十
七
代 
義  
篤 
の
実
弟

よ
し 
あ
つ

の
義
元
が
義
篤
の
宿
老
小
貫 
俊  
通 
の
治

と
し 
み
ち

め
る 
部  
垂 
へ 
た
れ 
城 
を
攻
め
て
制
圧
し
た
こ
と

じ
ょ
う

に
端
を
発
し
、
周
辺
の
佐
竹 
庶  
子 
家
と

し
ょ 
し

と
も
に
本
家
と
戦
い
、
兄
義
篤
に
滅
ぼ

さ
れ
た
佐
竹
家
中
の
内
乱
。

【
参
考
文
献
】
清
水
大
慶
『
親
鸞
聖
人
ゆ
か

り
の
寺
二
十
四
輩
巡
拝
』（
未
定
稿
）

歴
史
民
俗
資
料
館
大
宮
館　

�
　

－

１
４
５
０

５２

▲命照寺旧参道 ▲野口・命照寺

▲命照寺の枝垂れ桜
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▲きちんと氏名を記入

▲左：ごみの出し方リサイクルマニュアル
（大宮・山方・美和・緒川地域）

　右：ごみ分別一覧表（御前山地域）



御前山ビオトープ周辺の植物等御前山ビオトープ周辺の植物等

双子葉合弁花　キク科ヒヨドリバナ属　花期 8～ 9月

フジバカマ
フジバカマ

広報　常陸大宮　８月　第95号
発行日　平成24年８月27日

発行／常陸大宮市
編集／秘書広聴課

〒319－2292

茨城県常陸大宮市中富町3135－6

TEL  0295（52）1111 FAX  0295（53）6010

E-mail email＠city.hitachiomiya.lg.jp

U R L http://www.city.hitachiomiya.lg.jp/

マイナスカーボン・プリンティングシステムズ

1 2 0.48
（出典：林業白書）

高さ
22ｍ

直径
26cm

0021

34.65kgのCO2削減量とは
樹齢50年（高さ22ｍ・直径26cm）の杉の木約2.48本分が
1年間に吸収するCO２量に匹敵します。

　先日、本庁エントランスホールで人権七夕飾りが行われていました。
　市内保育園の園児たちが書いた短冊を見ていると、すてきな願いごとばかり
だったので、ひたまるも短冊を書くことにしました。
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　川岸の土手などに生える多年草で、冬は地上
部が枯れます。
　中国原産で日本へは奈良時代に渡来したとい
われていますが、現在では在来種説が有力です。
　頭花は淡紅紫色で秋の七草の一つ。生草のま
までは無香ですが、乾燥すると香気クマリンを
発生するため、身につけたり、洗髪や衣服の 焚 

た

き 染 めの時に使われたりしました。
し

　本県では県央地域以南に生育し、御前山地域
は北限に近い生育地になります。生育環境の悪
化で減少しています。

�������	
��
����������

　７月２４日、震災被害により休館及び部分開館
だった図書情報館は、館内改修工事が終了し、開
館しました。
　学習室やビデオ視聴は約１年４カ月ぶりに利用
できるようになり、夏休みということもあって、
開館を楽しみにしていた幼児や小中学生がたくさ
ん訪れました。
　また、一般開架スペースにあった机といすが新
しくなり、個数が増えたため、今までよりも多く
の方が利用できるようになりました。
　この機会にぜひご利用ください。
　ただし、外壁等の工事は終了していないため、
出入りの際は十分注意してください。

�������	


願
い
が
か
な
う
と
い
い
な

↑
悩
み
に
悩
ん
で
完
成

何をお願い

　しようか
な


